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十
二
月
五
日
、
い
よ
い
よ
弘
教
寺
開
山
百
五
十
周

年
記
念
法
要
、
宗
祖
七
百
五
十
回
大
遠
忌
お
待
ち
受

け
法
要
の
二
法
要
を
お
勤
め
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
15
・
16
号
の
「
つ
つ
じ
寺
だ
よ
り｣
に
書
か
せ

て
い
た
だ
い
た
が
、
弘
教
寺
の
歴
代
住
職
、
坊
守
、

そ
の
他
多
く
の
門
信
徒
の
愛
山
護
法
の
心
が
、
引
き

継
が
れ
、
百
五
十
年
の
歴
史
を
刻
む
こ
と
が
で
き
た
。

弘
教
寺
に
関
わ
り
、
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
方
々
の

ご
貢
献
、
ご
尽
力
に
、
感
涙
の
思
い
を
深
く
す
る
。

今
、
本
山
も
地
方
寺
院
も
近
い
将
来
か
か
え
る
で

あ
ろ
う
危
機
に
苦
慮
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化
、
少
子
化
が
、
地
方

寺
院
を
疲
弊
（
ひ
へ
い
）
さ
せ
、
全
国
の
か
な
り
の

寺
院
が
、
兼
任
寺
院
と
な
る
か
、
廃
寺
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
大
変
な
時
代
が
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

本
山
の
か
か
え
る
危
機
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
本

山
の
存
続
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
如
く
、
本

山
は
、
地
方
寺
院
の
、
冥
加
金
、
賦
課
金
等
に
よ
り

維
持
（
い
じ
）
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。
地
方
寺
院
の

危
機
は
、
本
山
の
危
機
と
言
っ
て
良
い
の
で
あ
る
。

地
方
寺
院
は
、
（
過
疎
地
の
寺
院
は
無
理
か
も
知

れ
な
い
が
）
、
都
市
部
、
農
村
部
共
に
、
所
属
す
る

門
信
徒
に
よ
っ
て
、
少
な
か
ら
ず
支
え
て
も
ら
え
る
。

し
か
し
、
本
山
そ
の
も
の
は
、
上
納
さ
れ
る
冥
加

金
等
に
よ
っ
て
維
持
・
運
営
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る

か
ら
、
多
く
の
地
方
寺
院
が
、
将
来
消
滅
す
る
中
で
、

持
ち
こ
た
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

十
月
末
に
、
新
門
（
ご
門
主
の
ご
子
息
）
さ
ま

が
来
県
さ
れ
、
弘
教
寺
を
含
む
三
ケ
寺
を
視
察
さ
れ

た
。

住
職
・
坊
守
方
と
の
懇
談
で
は
、
群
馬
の
現

状
を
真
剣
に
聞
き
取
ら
れ
て
い
た
。
新
門
さ
ま
が
や

が
て
継
職
さ
れ
た
後
に
や
っ
て
く
る
厳
し
い
状
況
を
、

象
徴
し
て
い
る
も
の
と
も
受
け
取
れ
た
。

も
う
一
つ
は
、
寺
院
（
宗
教
）
離
れ
が
、
よ
り
顕

著
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
都
市
部
で
見
ら
れ

る
、
直
葬
、
家
族
葬
は
、
や
が
て
、
地
方
に
お
い
て

も
、
主
流
と
な
っ
て
く
る
こ
と
は
、
確
実
で
あ
る
。

法
事
等
が
減
少
し
て
き
て
い
る
現
状
を
み
る
と
、

将
来
予
測
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

戦
後
六
十
五
年
、
物
の
豊
か
さ
の
追
求
の
結
果
、

豊
か
で
あ
る
べ
き
社
会
が
、
決
し
て
豊
か
で
な
い
状

況
を
産
み
出
し
た
の
も
、
今
日
の
日
本
の
姿
で
は
な

か
ろ
う
か
。

こ
こ
数
日
、
桐
生
市
で
、
小
学
生
の
女
の
子
が
自

死
し
た
こ
と
が
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
学
校
で
の
同
級
生
に
よ
る
い
じ
め
が
、

原
因
で
あ
る
ら
し
い
。
本
当
に
つ
ら
い
事
件
で
あ
る
。

子
ど
も
の
社
会
は
、
大
人
社
会
の
縮
図
と
も
言
え

る
。
近
年
、
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
に
、
都
心
の
鉄
道

の
人
身
事
故
が
、
た
び
た
び
流
れ
る
。
社
会
全
体
も

弱
者
を
い
た
わ
る
思
い
が
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
こ
こ
十
数
年
、
三
万
人
以
上
の
自
死
者
を
、

日
本
の
社
会
は
、
産
み
出
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

高
度
の
経
済
成
長
を
望
め
な
い
今
日
、
方
向
を
改

め
、
心
豊
か
に
、
お
互
い
の
い
の
ち
を
尊
重
し
、
大

切
に
し
て
い
く
生
き
方
を
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

か
っ
て
の
真
宗
門
徒
は
、
「
仏
法
を
聞
く｣

、

「
お
念
仏
の
み
教
え
を
聞
く｣

こ
と
を
一
番
に
し
、

生
き
て
き
た
。
念
仏
者
の
真
骨
頂
で
あ
る
。

弘
教
寺
の
二
法
要
を
通
じ
て
、
私
達
の
先
祖
が
時

に
は
命
を
か
け
て
守
り
、
受
け
継
い
で
き
た
「
念
仏｣

と
い
う
宝
を
、
今
一
度
見
直
す
大
切
な
機
会
で
あ
る

と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
度
の
宗
祖
の
大
遠

忌
法
要
を
ご
縁
と
し
て
、
お
念
仏
の
ふ
る
さ
と
、

・

・

・

・

・

・

・

・

法
の
城
で
あ
る
本
山
（
本
願
寺
）
を
守
っ
て
い
く
こ

・

・

・

と
は
、
私
達
門
信
徒
の
責
務
で
あ
る
こ
と
を
、
再
認

識
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

十
二
月
五
日
は
弘
教

寺
の
二
法
要
に
皆
さ
ん

ぜ
ひ
ご
参
拝
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
こ
と
で
す
。

合
掌

御影堂の親鸞聖人御影
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十
月
二
十
六
日
・
二
十
七
日
に
参
加
者
四
十
三
名

で
秋
の
房
総
グ
ル
メ
旅
、
楽
し
い
親
睦
会
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
マ
ザ
ー
牧
場
で
の
可
愛
い
羊
の
シ
ョ
ー

を
見
学
後
に
鋸
南
町
へ
、
海
と
山
の
美
し
い
地
に
在

る
最
誓
寺
に
到
着
し
ま
し
た
。
最
誓
寺
は
弘
教
寺
住

職
の
お
姉
様
が
嫁
い
で
い
る
寺
。
お
勤
め
を
し
た
後
、

住
職
様
か
ら
江
戸
初
期
に
由
来
す
る
お
寺
の
成
り
立

ち
を
伺
い
ま
し
た
。
昼
食
は
六
年
前
に
新
築
さ
れ
た

素
晴
ら
し
い
会
館
で
、
息
子
さ
ん
が
経
営
す
る
「
花

あ
か
り
」
特
製
の
松
花
堂
弁
当
は
見
栄
え
も
良
く
、

味
も
最
高
で
し
た
。

皆
様
の
心
温
ま
る
ご
接
待
を

受
け
、
心
も
お
腹
も
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

夕
食
は
網
元
の
宿
「
ろ
く
や
」
で
の
新
鮮
な
地

魚
を
使
っ
た
舟
盛
り
の
味
は
格
別
で
、
次
か
ら
次
ぎ

へ
と
の
魚
料

理
を

堪
能
し

ま
し
た
。
※

※
二
日
目
の
昼
食
は
水
郷
佐
原

（
山
田
屋
）
で
評
判
の
鰻
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
食
後
に
小
江
戸
を

思
わ
せ
る
町
並
み
を
散
策
、
伊
能

忠
敬
記
念
館
で
は
五
十
歳
を
過
ぎ

て
か
ら
の
歩
測
に
よ
る
日
本
地
図

の
精
密
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
一

緒
に
美
し
い
景
色
と
美
味
し
い
料
理
、
思
い
出
に
残

る
グ
ル
メ
旅
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
清
水

み
）

に
感
動
し
、
涙
が

溢
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
山
崎

紹
耕
（
し
ょ
う
こ

う
）
先
生
の
講
演
・

ス
ラ
イ
ド
「
ハ
ニ
ー

ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
作

り
方｣

・
山
崎
紹

耕
先
生
と
釈
徹
宗

先
生
の
食
を
中
心

に
し
た
対
談
で
す
。

三
度
の
食
生
活

に
よ
っ
て
自
分
を

見
直
す
こ
と
が
出
来
る
。
食
を
中
心
に
自
分
の
生
き

方
を
か
え
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
堂
内
が
賑
わ
っ
た
の

が
各
寺
が
出
店
し
た
ダ
ー
ナ
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。
「
女

性
の
集
い
」
の
試
み
で
す
。
各
寺
毎
に
個
性
、
特
技

を
活
か
し
て
作
り
あ
げ
た
素
晴
ら
し
い
手
作
り
品
で

す
。
弘
教
寺
も
ブ
ロ
ー
チ
と
来
年
の
干
支
の
う
さ
ぎ

の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
出
店
し
、
他
寺
に
負
け
じ
劣
ら
ず
、

皆
様
の
協
力
も
あ
り
完
売

い
た
し
ま
し
た
。
ダ
ー
ナ

募
金
と
し
て
納
め
る
事
が

で
き
安
堵
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
十
二
名
も
有

意
義
な
一
日
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
野
水

た
）

親
鸞
聖
人
七
五
Ｏ
回
大
遠
忌

お
待
ち
受
け
法
要

◆
女
性
の
集
い
◆

十
月
八
日
築
地
別
院
に
て
、
親
鸞
聖
人
七
五
Ｏ
回

大
遠
忌
お
待
ち
受
け
法
要
『
東
京
教
区
女
性
の
集
い
』

が
開
催
さ
れ
、
弘
教
寺
か
ら
十
二
名
が
参
加
を
し
ま

し
た
。

今
回
の
開
催
は
女
性
が
主
体
と
な
り
開
催
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
参
加
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

共
に
学
び
、
共
に
楽
し
む
場
と
し
て
、
関
係
の
創
出

を
願
う
も
の
で
し
た
。
従
っ
て
日
程
は
分
刻
み
に
女

性
に
関
す
る
内
容
が
多
い
様
で
し
た
。
心
・
頭
・
体

と
、
フ
ル
回
転
し
、
有
意
義
な
集
い
の
中
に
、
と
て

も
忙
し
く
感
じ
ま
し
た
。
先
ず
は
映
画
上
映
会
「
ブ

タ
が
い
た
教
室｣

で
は
子
ブ
タ
の
飼
育
に
生
徒
全
員

の
輪
、
丸
く
な
っ
た
り
へ
こ
ん
だ
り
、
苦
労
か
ら
愛

情
に
変
わ
り
、
命
の
大
切
さ
、
尊
さ
に
責
任
を
持
っ

て
解
決
し
て
い
く
か
、
生
徒
達
の
真
剣
な
話
し
合
い 佐原山田屋の鰻重

本堂の前で最誓寺の皆様と一緒に記念撮影

「
花
あ
か
り
」

特
製
の

松
花
堂
弁
当

ダーナショップでの参拝者の皆さん

手作り品：ブローチ
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寺
報
14
号
で
も
紹
介
し
た
通
り
、
平
成
二
十
年
二

月
に
発
足
し
た
こ
の
「
囲
碁
の
会
」
は
、
毎
月
一
回

の
対
局
で
、
す
で
に
二
十
七
回
を
数
え
て
い
ま
す
。

（
途
中
半
年
間
の
休
会
が
あ
り
）

現
在
は
五
名
の
会
員
で
、
日
頃
の
研
鑽
（
け
ん
さ

ん
）
の
成
果
を
競
い
あ
っ
て
い
ま
す
。
橋
本
治
太
郎

さ
ん
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
日
本
棋
院
の
初
段
を
取

得
し
そ
の
後
二
段
、
三
段
と
進
み
そ
の
時
の
認
可
※

※
状
は
、
立
派
な
和
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
、
棋
院
理

事
長
、
名
人
の
署
名
が
並
ん
で
桐
の
箱
に
入
っ
て
い

ま
す
（
写
真
左
上
）
。
私
達
は
各
自
の
棋
力
に
応
じ

橋
本
さ
ん
に
何
目
か
置
碁
で
挑
み

ま
す
。

囲
碁
の
歴
史
は
古
く
、
四
千
年
前

に
中
国
で
生
ま
れ
、
日
本
に
伝
来

し
た
の
は
、
推
古
朝
（
七
世
紀
）

で
正
倉
院
御
物
の
中
に
碁
盤
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

織
田
信
長
は
日
海
上
人
に
五
目
置
い
て
一
回
も
勝

て
ず
「
あ
あ
名
人
か
な｣

と
い
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
秀
吉
は
兵
家
の
作
戦
に
役
立
つ
道
具
と
し

て
自
ら
も
研
鑽
に
励
み
ま
し
た
。
信
長
、
秀
吉
、

家
康
の
棋
力
は
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
で
日
海
上
人
に
五

子
局
（
五
目
の
ハ
ン
デ
ィ
）
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
女
性
の
棋
士
も
多
く
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大

河
ド
ラ
マ
「
篤
姫｣

で
お
な
じ
み
で
す
が
、
現
在
も

多
く
の
女
性
棋
士
が
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大
変
面
白
い
ゲ
ー
ム
で
す
、
私
達
の
「
囲
碁
の

会｣

に
も
初
心
者
や
女
性
の
参
加
者
、
希
望
者
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
玉
田

た
）

長寿の源「囲碁の会」だより

後列 左より柴崎さん 玉田さん

前列 左より橋本さん 前田さん

本多さん

研 鑽 に 励 げ ま れ る 皆 さ ん

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
参
拝

弘
教
寺
ゴ
ル
フ
会
・
群
真
会
ゴ
ル
フ

る
と
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
親
鸞
聖
人
七
五
Ｏ
回
大
遠
忌
法
要
に
向
け

て
の
記
念
事
業
で
あ
る
「
安
穏
灯
火
リ
レ
ー
」
の
分

灯
式
が
行
わ
れ
、
全
教
区
を
巡
回
す
る
灯
火
リ
レ
ー

が
北
コ
ー
ス
と
南
コ
ー
ス
分
か
れ
て
、
全
国
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。

阿
弥
陀
仏
の
み
教
を
い
た
だ
く
身
と
し
て
思
い
出

に
残
る
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。

※
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
に
は
本
年
五
月
時
点
で
三
十
五
万

八
千
余
柱
が
安
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
（

橋
本

ま
）

待
ち
に
待
っ
た
第
十
二
回
弘
教
寺
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
十
月
十
二
日
に
桐
生
カ
ン
ト
リ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。

ゴ
ル
フ
場
に
向
か
う
車
中
で
「
今
回
は
是
非
、
泉
さ

ん
に
優
勝
し
て
欲
し
い
」
。
と
の
声
が
あ
が
り
、
皆

が
願
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
参
加
者
は
二
十
名
で

最
後
ま
で
激
戦
の
プ
レ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

グ
リ
ー
ン
が
本
当
に
き
れ
い
な
中
に
、
白
球
が
飛

ん
で
い
く
の
が
よ
く
見
え
た
。
成
績
の
発
表
は
、
寺

で
パ
ー
テ
ィ
を
兼
ね
て
行
わ
れ
、
泉
さ
ん
が
皆
の
願

い
も
叶
っ
て
初
優
勝
さ
れ
た
。
皆
か
ら
拍
手
が
送
ら

れ
本
当
に
優
勝
で
き
て
良
か
っ
た
と
い
う
祝
の
席
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
群
真
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も
九

月
二
十
八
日
に
行
わ
れ
、
十
位
内
に
六
名
が
入
賞
す

る
好
成
績
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
健
康
に
留
意
し
て
楽

し
い
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
（

神
戸

ゆ
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
「
全
戦
没
者
追
悼
法
要｣

が
国
立
・
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
お
勤
め
が
あ
り
、

参
拝
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
毎
年
九
月
十
八

日
の
こ
の
法
要
は
、
今
年
が
三
十
回
目
に
な
り
【
ご

門
主
様
・
新
門
様
・
お
裏
方
様
・
新
裏
方
様
】
が
ご

臨
席
さ
れ
、
各
国
の
大
使
、
衆
参
の
国
会
議
員
の
参

拝
に
加
え
、
全
国
か
ら
の
参
拝
の
門
信
徒
に
よ
り
盛

大
、
且
つ
厳
粛
に
修
行
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
法
要
前
に
、
元
国
連

事
務
次
長
の
明
石
康
氏
の
「
核

兵
器
の
全
滅
・
対
話
信
頼
・
共

生
に
基
づ
く
平
和
」
な
ど
に
つ

い
て
日
本
の
役
割
は
大
切
で
あ

喜びの泉さん
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５日
開山百五十周年記念法要

宗祖お待ち受け法要
１１日

教区仏壮理事会

第6期連研(2) 於敬西寺17日・19日 婦人会例会・壮年会例会

２３日 子供の集い

１日 元旦会

１８日 婦人会例会 9日～16日 本山 御正忌報恩講

２３日 寺役員会・新年会

５日 第6期連研(3) 於清光寺

１２日 子供の集い ７日 組ビハーラ若宮苑涅槃会

１８日 婦人会例会 １３日 教区仏壮結成記念日研修

２７日 壮年会例会

１日 教区仏婦１日研修

18日～24日 春彼岸 ５日 教区仏壮理事会

２５日 婦人会例会

12月

１月

２月

３月

仏
教
が
生
ん
だ
日
常
語

【

言
語
道
断
】
（
ご
ん
ご
ど
う
だ
ん
）

「
言
語
道
断
だ
」
な
ど
と
い
え
ば
「
も
っ
て
の
ほ
か

だ
」
「
と
ん
で
も
な
い
こ
と
だ
」
「
あ
き
れ
て
も
の

が
い
え
ぬ
」
な
ど
と
、
大
変
手
厳
し
く
批
判
す
る
言

葉
と
し
て
、
一
般
に
は
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

言
語
道
断
と
い
う
日
常
語
は
悪
い
意
味
に
と
ら
れ

る
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
言

語
道
断
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
仏
教
語
で
、

「
言
語
で
説
明
す
る
道
の
絶
え
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
「
悟
り
の
境
地
や
真
理
の
世
界
は
、
言
葉
や
文

字
で
は
、
と
て
も
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
奥
深

い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

「
言
語
同
断
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
言
葉
で
は
表
現
し

え
な
い
深
い
真
理
を
指
し
て
い
ま
す
。

深
い
真
理
を
意
味
し
て
い
る
言
葉
が
転
化
し
て
、

悪
い
意
味
の
言
葉
に
な
る
の
で
す
か
ら
、
同
じ
言
葉

で
も
変
わ
れ
ば
変
わ
る
も
の
で
す
ね
。

【

我
慢

】

（
が
ま
ん
）

「
我
慢
」
も
現
在
は
「
絶
え
忍
ぶ
」
「
辛
抱
す
る
」

の
意
味
に
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
も
と
は
仏
教
語

で
す
。
「
我
」
は
自
分
に
執
着
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

「
慢
」
は
慢
心
を
表
す
こ
と
で
、

も
と
も
と
の
仏

教
語
は
「
自
分
の
能
力
・
力
を
過
信
し
う
ぬ
ぼ
れ
る
」

こ
と
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。
漢
字
は
そ
の
時
代
、
そ

の
時
代
で
の
影
響
で
変
化
し
て
い
く
不
思
議
な
言
葉

の
よ
う
で
す
。

（

吉
田
・
釋
願
船
）

今
年
の
夏
は
、
気
象
庁
が
統
計
を
取
り
始
め
て

か
ら
の
百
十
三
年
間
で
一
番
の
猛
暑
で
し
た
。
冷

房
の
な
い
北
海
道
の
友
人
は
経
験
の
な
い
暑
さ
に

ひ
た
す
ら
耐
え
た
そ
う
だ
。
更
に
秋
の
農
作
物
も

不
作
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
百
十
三
年
の
観
測
は

未
だ
初
歩
で
自
然
現
象
の
把
握
は
無
理
の
よ
う
だ

が
、
異
常
気
象
の
実
態
は
捉
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

将
来
の
子
孫
の
生
活
を
守
る
為
、
出
来
る
こ
と
は

何
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
橋
本

ま
）

｢
結
成
三
十
周
年
記
念
大
会
」
開
催
さ
れ
る

十
月
十
七
日

本
願
寺
築
地
別
院
本
堂
に
て
教
区
仏

壮
連
盟
結
成
三
十
周
年
記
念
大
会
が
、
新
門
さ
ま
の

ご
臨
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
教
区
内
の
各
組
か
ら
総
勢
三
百
三
名
参
加
、

弘
教
寺
は
ご
住
職
以
下
十
名
参
加
致
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
「

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
ー

朋
友
の
輪
を
拡
げ
よ
う
ー
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
献

灯
・
献
花
か
ら
始
ま
り
、
設
立
以
来
三
十
年
以
上
経

過
し
た
単
位
仏
壮
会
の
表
彰
や
、
新
た
に
結
成
さ
れ

た
単
位
会
が
紹
介
さ
れ
、
ま
た
「
教
区
仏
壮
連
盟
三

十
年
の
あ
ゆ
み
」
と
題
し
て
ス
ラ
イ
ド
が
放
映
さ
れ
、

そ
の
中
で
は
、
弘
教
寺
の
仏
教
壮
年
会
の
活
動
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
は
、
本
願
寺
派
勧
学
の
北
畠
典
生
師
が
「
浄

土
真
宗
の
み
教
え
に
生
き
よ
う
」
と
題
し
、
お
念
仏

の
日
暮
ら
し
を
さ
せ
て
頂
く
中
に
こ
そ
、
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
内
容
の
記
念
講
演

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
の
懇

親
会
で
は
、
総
勢
二

百
二
十
名
参
加
、
和

気
あ
い
あ
い
と
お
互

い
に
情
報
交
換
等
を

行
い
愉
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
貝
塚

し
ゅ
ん
）

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

仏
教
の
豆
知
識
（
９
）



１ つつじ寺だより 「第１７号特集号」 平成２２年（２０１０年） １１ 月

群馬県弘教寺ＵＲＬ． http：//www.gukyouji.or.jp

弘
教
寺
で
の
「
子
ど
も
の
つ
ど
い
」

も
、
今
年
で
十
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。

寺
の
本
堂
で
、
念
仏
の
声
や
合
掌
す
る

子
ど
も
の
姿
を
見
聞
き
す
る
こ
と
は
久

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
坊
守
が
中

心
と
な
り
、
仏
壮
・
仏
婦
の
二
十
人
を

超
え
る
ス
タ
ッ
フ
の
理
解
と
協
力
の
お

陰
で
、
今
で
は
年
六
回
の
例
会
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
山
で
は
、
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

大
遠
忌
法
要
の
事
業
の
一
貫
と
し
て
、

全
寺
院
で
の
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
（
子
ど
も

の
つ
ど
い
）
を
結
成
さ
せ
る
と
い
う
事

業
目
標
を
持
っ
て
い
ま
す
。
遅
々
と
し

た
動
き
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

願
寺
の
広
報
紙
等
を
見
る
限
り
、
そ
の

動
き
は
全
国
規
模
で
出
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

次
代
の
寺
を
支
え
て
く
れ
る
子
ど
も

達
が
、
喜
々
と
し
て
寺
に
や
っ
て
き
て

く
れ
、
合
掌
し
、
念
仏
を
称
え
て
下
さ

る
姿
を
見
る
と
き
、
「
子
ど
も
の
つ
ど

い
」
を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
い
う

思
い
が
、
こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。
と
同

時
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
下
さ
っ
た
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
。

（
住
職
）

子どものつどい
特集 号

寺
は
、
大
人
ば
か
り
で
な
く
子
供
た
ち
も
気
楽
に
集
い
、
仏
様
や
仏
法
に
出
遇
う
場
と
し
て
足
を
運
べ

る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
い
う
場
を
実
現
し
た
の
が
、
子
ど
も
の
つ
ど
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
寺
に
集
い
、
住
職
の
お
話

や
楽
し
い
遊
び
の
な
か
で
仏
法
に
触
れ
、
寺
に
親
し
み
を
持
て
る
よ
う
に
と
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
に
始
ま
り
、
年
一
回
夏
休
み
の
開
催
を
昨
年
か
ら
は
年
六
回
の
開
催
に
増
や
し
ま
し
た
。
毎

回
の
お
つ
と
め
で
は
、
「
な
も
あ
み
だ
ぶ
つ｣

「
ア
ミ
ダ
さ
ま｣

「
お
し
ゃ
か
さ
ま｣

「
命｣

な
ど
の
住
職
の

お
話
や
大
型
紙
芝
居
で
仏
法
に
触
れ
、
お
寺
ク
イ
ズ
な
ど
で
寺
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
き

ま
し
た
。

夏
の
子
ど
も
の
つ
ど
い
は
、
今
年
で
通
算
十
六
回
と
な
り
、
境
内

を
広
場
に
し
て
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
で
賑
わ
い
ま
す
。
春
の
つ
ど
い
が

始
ま
っ
て
か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
手
で
作
り
出
す
こ
と
の

お
も
し
ろ
さ
と
喜
び
を
知
ら
せ
た
い
と
考
え
、
「
作
っ
て
遊
ぼ
う｣

と
「
作
っ
て
食
べ
よ
う｣

の
二
つ
の
テ
ー
マ
で
行
っ
て
い
ま
す
。
手

作
り
の
遊
び
を
し
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
と
、
手
作
り
の
遊
び
し

か
で
き
な
か
っ
た
昔
の
子
ど
も
た
ち
、
つ
ま
り
、
祖
父
母
世
代
の
仏

壮
・
仏
婦
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
と
が
、
遊
び
や
食
べ
る
こ
と
を
通

し
て
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。
年
六
回
と
な
っ
た
今
、
よ
り
多
く
手

作
り
遊
び
の
経
験
や
寺
で
の
世
代
を
超
え
た
交
流
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
自
分
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て

協
力
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ご
門
徒
さ
ん
の
一
人
が
、
夏
ご
と
に
手

作
り
し
て
上
演
し
て
き
た
大
型
紙
芝
居
は
、
十
作
に
も
な
り
ま
し
た
。

お
釈
迦
様
の
お
話
な
ど
の
仏
教
説
話
で
、
仏
法
を
分
か
り
や
す
く
楽
し
く
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
大
切
な

手
段
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
「
お
寺
ク
イ
ズ｣

を
作
る
の
も
、
遊
び
内
容
を
考
え
作
り
出
す
こ
と
も
、
お

や
つ
作
り
の
手
助
け
も
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
お
得
意
の
と
こ
ろ
で
主
体
的
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
有

形
無
形
の
寺
の
財
産
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
力
が
あ
り
、
子
ど
も
の
つ
ど
い
の
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
の
力
を
い
た
だ
い
て
つ
ど
い
の
場
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
が
仏
様
に
手
を

合
わ
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
，
皆
が
共
に
親
し
み
を
持
っ
て
集
え
る
寺
で
あ
り
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

南
無
阿
弥
陀
仏

（
坊
守
）

弘 教 寺
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「かしこいオウム」

「夏のつどい」

びっくりｼｬﾎﾞﾝ玉

紙ひこうき かざぐるま

手作り紙芝居 （屋外ゲーム）

な
も
あ
み
だ
ぶ
つ

ら
い
は
い
の
う
た

住
職
の
お
話
し

田中鐵郎作、坊守の読み手です

王様のご馳走として料理される

オウムたちの運命は？

輪
投
げ
に
挑
戦
ソ
レ
ー

左
・
右
と
そ
こ
だ
！

ぬ
る
？
捕
ま
え
た
ぞ
！

い
く
つ
捕
れ
た
？

百
点
ゲ
ッ
ト
す
る
ぞ

人
間
シ
ャ
ボ
ン
玉

光るどろだんご
最
高
位
の
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

作って食べよう・遊ぼう

風
吹
け
と
走
り
出
す

昔
を
思
い
の
餅
つ
き

カンぽっくり

丸
め
て
の
白
玉
だ
ん
ご

紙てっぽう
構
え
て
ど
こ
ま
で
飛
ぶ




